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1. 和泉市の交通の現状  
 
1.1 和泉市の概況 
1.1.1 位置 

和泉市は、大阪府南部の泉州地域の北部に位置して、大阪都心から約 25km、関西

国際空港から約 20km の距離にあり、面積：84.99ｋ㎡、東西約 7km、南北約 19km と
細長い市域で、南は和泉山脈に連なる山地、そこから丘陵、平野と北に向かって傾

斜している。 
また、近畿圏の国内外の空の玄関口である関西国際空港と国土軸を結ぶ広域鉄道

及び高速道路が横断しており、交通利便性に優れた位置にある。 
 

 

図 1.1 和泉市の位置 
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1.1.2 人口 
(1) 人口の推移 

和泉市の人口は約 18.3 万人(平成 20 年 3 月末現在)であり、新市街地開発に伴い、

増加傾向にある(図 1.2)。 
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（各年 3 月末現在） 

（注）昭和 31 年は 9 月 1 日（市制施行日）現在で外国人を除く 

出典：統計いずみ平成 19 年度(2007 年) 2.人口 

図 1.2 和泉市の世帯・人口の推移 
 

(2) 年齢階層別人口 
人口の年齢構成は釣鐘型を形成しており(図 1.3)、平成 19 年度の高齢者人口の割合

は 16.1％(29.4 千人)と全国平均と比較するといくぶん低いが、高齢者の割合が急速に

増加している(図 1.4)。 
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出典：統計いずみ平成 19 年度(2007 年)、国勢調査 

図 1.3 和泉市の人口ピラミッド 
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図 1.4 年齢構造の推移 
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(3) 人口分布 
町丁目別人口の分布を見ると、既成市街地である JR 阪和線沿線及び新市街地の泉

北高速鉄道沿線の人口が多い傾向が見て取れる(図 1.5)。 
高齢者人口の分布もほぼ同様であるが、人口分布と比較すると高齢者人口が多い

圏域がいくぶん広いようである(図 1.6)。一方で、高齢者比率(65 歳以上人口)の分布

は大きく異なっており、南部の市街化調整区域における高齢者率が非常に高いこと

が特筆される(図 1.7)。なお、既成市街地の一部でも高齢者率が高い地域が散見され

る。 
学童数の分布も同様であるが、新市街地である泉北高速鉄道沿線の学童数が多い

傾向にある(図 1.8)。学童比率の分布も同様である(図 1.9)。 
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図 1.5 町丁目別人口の分布(平成 20 年 5 月住民登録台帳) 



 6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.6 町丁目別高齢者人口(65 歳以上)の分布(平成 20 年 5 月住民登録台帳) 
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図 1.7 町丁目別高齢者率(65 歳以上人口比率)の分布(平成 20 年 5 月住民登録台帳) 
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図 1.8 町丁目別学童人口(15 歳未満人口)の分布(平成 20 年 5 月住民登録台帳)
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図 1.9 町丁目別学童人口比率(15 歳未満人口比率)の分布(平成 20 年 5 月住民登録台帳) 
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1.1.3 経済 
(1) 商店数・年間販売額 

和泉市内に立地する小売店舗数は近年は横ばいで推移しているが、年間販売額は

漸減傾向にある(図 1.10)。 
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図 1.10 商店数・年間販売額の推移 
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(2) 事業所および従業人口 
和泉市内に立地する事業所数は漸減傾向にあるが、従業人口はいくぶん増加傾向

にある(図 1.11)。 
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出典：統計いずみ平成 19 年度（2007 年）、事業所統計調査 

図 1.11 事業所数・従業人口の推移 
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1.2 和泉市の交通現況 
1.2.1 人の動き 
(1) 和泉市に発生集中する交通量 

和泉市に発生集中する交通量は、人口の増加とともに増加してきており、平成 12
年の和泉市に発生集中する交通量は 658 千トリップエンド/日である(図 1.12)。 
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出典：「京阪神都市圏パーソントリップ調査」国土交通省近畿地方整備局 

図 1.12 和泉市に発生集中する交通量 
 

(2) 和泉市に発着する交通の特性 
 1).目的別発生集中量 

和泉市に関連する人の動きを目的別でみると、自由目的の割合が大幅に増加して

いる。一方で、登校目的の割合は、減少傾向にある(図 1.13)。 
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出典：「京阪神都市圏パーソントリップ調査」国土交通省近畿地方整備局 

図 1.13 和泉市発生集中交通量の目的構成 
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 2)代表交通手段構成 
和泉市に発着する交通の代表交通手段利用は、鉄道が約 12％、バスが約 3％、合

わせて約 15％に対して、自動車は約 42％と公共交通の倍以上となっている。 
また、この 20 年間の推移をみると、鉄道・バス利用が減少傾向にあるが、自動車

は倍近くに増加している。さらに、徒歩分担率も大幅に減少しており、この 20 年間

で人は歩かなくなって自動車利用が大幅に増加しているといえる(図 1.14)。 
目的別に代表交通手段を見ると、いずれの目的も自動車分担率が増加しているが、

とりわけ自由目的の自動車分担率の増加が顕著であり、業務目的では 7 割を超える

非常に高い自動車分担率となっている(図 1.15)。 
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出典：「京阪神都市圏パーソントリップ調査」国土交通省近畿地方整備局 

図 1.14 和泉市発生集中交通量の代表交通手段構成 
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図 1.15 和泉市発生集中交通量の目的別代表交通手段構成 
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(4) 地域間の人の動き 
和泉市に発生集中する交通の約 3 分の 2 に相当する 40 万トリップエンド/日は和泉

市内内での移動となっている。また、周辺都市との人の動きは、堺市、大阪市、高

石市・泉大津市、そして岸和田市との間で多くなっている(図 1.16)。 
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出典：「京阪神都市圏パーソントリップ調査(H12)」国土交通省近畿地方整備局 

図 1.16 和泉市を中心とした地域間の人の流動量 
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1.2.2 公共交通の現状 
(1) 公共交通網 

和泉市の鉄軌道網は、市を東西に横断する形状で、JR 阪和線（天王寺～和歌山）、

泉北高速鉄道（中百舌鳥～和泉中央）の 2 社 2 線から形成され、JR 阪和線は、和泉

府中駅、信太山駅、北信太駅の 3 駅が、泉北高速鉄道は終点駅の和泉中央駅が配置

されている(図 1.17)。 
また、路線バス網は、鉄軌道がない南北方向に鉄道駅間を結ぶ幹線とこれを補完

するフィーダー網、そしてコミュニティバス路線で形成されている(図 1.18)。 
 

 
図 1.17 和泉市内の公共交通網  出典：「和泉市統計書」平成 19 年度 
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 図 1.18 和泉市の鉄軌道、路線バス網(平成 20 年 10 月) 
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(2) 鉄道輸送人員の推移 
鉄道輸送人員は、近年は横ばいであるが、JR 阪和線は漸減傾向、泉北高速鉄道は

漸増傾向にある(図 1.19)。 
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資料：大阪府都市開発㈱、西日本旅客鉄道㈱ （各年度末現在） 

図 1.19 和泉市の鉄道輸送人員の推移 
 

表 1.1 和泉市の鉄道各駅乗車人数 
ＪＲ阪和線及び泉北高速鉄道運輸状況 （各年度末現在）　（単位：千人）

合計 光明池 和泉中央 合計 和泉府中 信太山 北信太
平成5年度 9,185 9,185 - 10,935 5,975 1,828 3,132

6 9,325 9,325 - 10,786 5,970 1,719 3,097
7 11,072 8,041 3,031 10,460 5,720 1,676 3,064
8 11,376 7,825 3,551 10,517 5,830 1,626 3,061
9 11,373 7,469 3,904 10,246 5,742 1,554 2,950
10 11,434 7,200 4,234 9,995 5,643 1,506 2,846
11 11,249 6,993 4,256 9,670 5,510 1,453 2,707
12 11,360 6,936 4,424 9,540 5,499 1,409 2,632
13 11,262 6,794 4,468 9,391 5,452 1,377 2,562
14 11,103 6,588 4,515 9,204 5,393 1,357 2,454
15 11,259 6,620 4,639 7,515 4,356 1,304 1,855
16 11,291 6,580 4,711 9,221 5,438 1,376 2,407
17 11,423 6,522 4,901 9,213 5,449 1,382 2,382
18 11,508 6,419 5,089 9,095 5,374 1,378 2,343

資料：大阪府都市開発㈱、西日本旅客鉄道㈱

年度
乗車人員

泉北高速鉄道 JR阪和線
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(3) 鉄道駅端末交通の特性 
各鉄道駅の端末交通手段分担率は、いずれの駅も徒歩が最も多く、ついで二輪車、

バス、そして自動車の順に多い(図 1.20)。 
和泉中央駅は、比較的自動車の分担率が高く約 10％が自動車でアクセスするとこ

ろとなっている。和泉府中駅、信太山駅でも、自動車によるアクセスが 6%であり、

バスによるアクセスは光明池駅の 17%が最も高いが、和泉中央駅、和泉府中駅、北

信太駅ともに約 1 割程度にとどまっている。 
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出典：「京阪神都市圏パーソントリップ調査(H12)」国土交通省近畿地方整備局 

図 1.20 鉄道駅端末交通手段分担率 
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(4) 路線バス利用者数 
和泉市内のバス輸送人員は、平成 5 年度を 100 としたときに平成 18 年度が 55 と

半減しており、長期減少傾向にあったが、近年は減少傾向に歯止めがかかりつつあ

る(図 1.21)。 
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資料：南海バス(株) 光明池地区を除く （各年度末現在） 

図 1.21 バス輸送人員と収入の推移 
 

表 1.2 和泉市内のバス輸送人員と収入の推移 

合計 指数* 定期 定期外 合計 指数* 定期 定期外

平成5年度 571 100 205 366 108,075 100 33,449 74,626

6 570 100 202 368 107,886 100 33,114 74,772

7 533 93 179 354 101,099 94 30,392 70,707

8 491 86 131 360 93,874 87 29,080 64,794

9 443 78 117 326 84,678 78 25,928 58,750

10 420 74 108 312 80,257 74 23,975 56,282

11 391 69 98 293 74,574 69 21,836 52,738

12 370 65 91 280 70,492 65 20,148 50,344

13 347 61 81 266 65,781 61 17,993 47,788

14 336 59 60 277 63,061 58 13,237 49,824

15 330 58 62 268 62,054 57 13,814 48,240

16 319 56 60 259 60,030 56 13,392 46,638

17 291 51 58 233 54,749 51 12,881 41,868

18 316 55 62 254 59,414 55 13,658 45,756

資料：南海バス(株)、光明池地区を除く

*.平成5年度を100とした指数

年　　度
輸送人員(万人) 収入(万円)
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(5) コミュニティバス利用者数の推移 
コミュニティバスの利用者数は全体的に横ばいから、平成 17 年度以降は漸減傾向

にある(図 1.22)。 
 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H15 H16 H17 H18 H19

利
用
者
数

(

万
人
／
年
度

)

阪和線沿線ルート 小田・和気ルート

和泉中央・光明池  ルート 山荘・和泉中央ルート*1

横山ルート*2 南横山・南松尾ルート*2

*1.「山荘・和泉中央ルート」：平成17年7月から運行

*2.「横山ルート｣、「南横山・南松尾ルート｣：平成17年6月で運行終了  
図 1.22 コミュニティバス利用者数の推移 

 
表 1.3 コミュニティバス利用者数の推移 

(単位：人/年)

ルート

年度

H15 85,639 23,458 14,278 1,702 1,877 126,954
H16 86,567 25,623 14,356 1,198 1,373 129,117
H17 92,403 24,005 13,488 5,012 277 432 135,617
H18 90,659 22,508 13,564 6,619 133,350
H19 85,372 17,833 12,646 7,259 123,110

*1.「山荘・和泉中央ルート」：平成17年7月から運行

*2.「横山ルート｣、「南横山・南松尾ルート｣：平成17年6月で運行終了

阪和線沿
線ルート

小田・和気
ルート

和泉中央・
光明池
ルート

横山ルート
*2

南横山・南
松尾ルート

*2
合計

山荘・和泉
中央ルート

*1

 
 



 22

1.2.3 自動車交通の現状 
(1) 自動車保有台数の推移 

自動車保有台数と免許保有者数は、人口の増加率を上回る伸び率を示している(図
1.23)。 

 

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180

人口 免許保有者数 車両保有台数

鉄道乗降客数 バス利用者数 事故件数
 

（人口、免許保有者数、車両保有台数、事故件数：各年 12 月末、鉄道乗降客数、バス利用者数：各年

度末データ）出典：統計いずみ平成 19 年度（2007 年） 
図 1.23 和泉市の交通に係る指標の推移 

 

指
数 
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(2) 交通事故の推移 
平成 16 年度をピークに人身事故、物損事故ともに減少傾向にある(図 1.24)。 
また、発生一件当り人口は全国及び大阪府よりも多く、事故死者数当り人口は大阪

府よりいくぶん少ないものの全国とほぼ同程度である(表 1.4)。 
 

901
856

888
929

920
960

9101,062
1,241

1,140
1,228

1,255
1,290

1,224
1,137

1,081

3,482

3,530

3,288

3,325

3,345

3,573

3,598

3,599
3,367

3,315

3,163

3,179
3,543

3,532

3,446

3,196

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
H
４

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

人身事故件数 物損事故件数

(件/年)

 
（交通事故件数：各年 12 月末） 

出典：和泉警察署調べ 
図 1.24 和泉市管内の交通事故の推移 

 
表 1.4 事故発生件数の比較 

事故発生件数 交通事故死者数 人口

件数(件)
一件当り人口

(人/件)
死者数(人)

一件当り人口
(人/件)

(人)

和泉市 1,081 170 8 22,930 183,436
大阪府 59,062 150 248 35,614 8,832,242
全国 832,454 153 5,744 22,122 127,066,178
年間事故件数：和泉市警察署、大阪府警察本部、警察庁資料(平成19年12月末)

人口：住民登録台帳に基づく推計人口

　　　(平成19年12月1日、但し全国のみ平成20年3月末日)  
 

交
通
事
故
件
数 
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1.3 和泉市のバス交通の現状 
 
1.3.1 路線バスの状況 
(1) サービスの概況 

和泉市内における乗り合いバス事業は、表 1.5 に示すとおりであり、一般路線バス

としては、南海バス(株)：12 路線、南海ウィングバス(株)：1 路線が運行している。

南海バスは、JR 阪和線と泉北高速鉄道の駅を中心として市街地及び住宅団地間を連

絡する路線を、南海ウイングバス(株)は、泉北高速和泉中央駅と南海本線岸和田駅を

結ぶ路線の運行を行っている。 
南海バスの路線別サービス状況を表 1.6 に示す。 

 
表 1.5 和泉市内乗合バス事業一覧 

事業名 事業者名 路線数 路線名 運行経路 便数 備考

南海バス １２路線 (省略) (省略) (省略)

父鬼線昼間運行便（槙尾
山口～父鬼間）の赤字額
の１/２、及び緑ヶ丘団地
線（美術館前～松尾寺
間）の赤字額を補助金とし
て補填。

南海ウィング
バス南部

１路線 東ヶ丘線
和泉中央駅～岸和
田駅（東ヶ丘経由）

往復
各34便

父鬼線
槙尾中学校前

～父鬼
１０便

黒鳥線
和泉府中駅前
　～山荘

往復
各６便

浦田線
和泉中央駅前
　～城前橋

朝２便
夜２便

阪和線沿線
ルート

和泉府中車庫前～
和泉府中駅前巡回

９便

小田和気
ルート

和泉府中駅前～和
泉府中車庫前巡回

９便

山荘・和泉
中央ルート

山荘～和泉中央駅
前～山荘
（巡回隔日）

７便 （隔日：月水金運行）

和泉中央・
光明池ルー
ト

和泉中央駅前～光
明池駅前
（往復巡回隔日）

往復
各４便

（隔日：火木土運行）

北ルート
和泉中央駅前起点
で巡回

５便

南ルート
和泉中央駅前起点
で巡回

６便

東ルート
槙尾中学校前起点
南面利方面巡回

４便

西ルート
槙尾中学校前起点
仏並町小川方面巡
回

４便

槙尾中学校前～槙
尾山

平日往
復各４便

槙尾中学校前～槙
尾山

日・祝往
復各７便

コミュニティバス車両に
て、朝夕の時間帯を運
行。運賃は一般路線バス
と同額。

月曜日から土曜日運行。
１２月３０日～１月３日及
び日曜日・祝日運休

４月・１０月・１１月・３月の
日曜日・祝日（１０月第２
週除く）運行

槙尾山ルー
ト

地元負担金年間６２万円地域バス

和泉市・南海
バス共同運行

３路線

和泉市・南海
バス共同運行

４路線

和泉市・南海
バス共同運行

２路線

和泉市・横山
地域バス運営
委員会・南海
ウィングバス
南部共同運行

３ルート

一般路線バス

路線維持バス

コミュニティ
バス

コミュニティバ
ス（季節巡回
ルート）
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表 1.6 南海バス和泉市関連路線別運行状況 
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(2) 路線別利用状況 
路線別利用状況をみると、ターミナル駅と市街地間を連絡するバスの乗車人数は

比較的多く、市南部の山間地を連絡する路線の乗車人数は少ない(表 1.7)。 
乗車人数が多い上位 5 路線を以下に示す。 

・ 泉北光明池地区：2,768 人/日 
・ 春木川線：2,415 人/日 
・ 父鬼線：2,013 人/日 
・ 光明池鳳線：1,962 人/日 
・ 和泉中央線：1,655 人/日  (平成 18 年 12 月 12 日、南海バス調べ) 

 
(3)バスサービス圏域 

鉄道駅及びバス停からのサービス圏域を見ると、市内の市街地は概ねカバーされ

ている(図 1.25)。 
 
注).鉄道駅・バス停サービス圏域(徒歩でのアクセスが概ね可能な圏域) 

・ 鉄道駅：800m 圏域 

・ バス停：300m 圏域 
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表 1.7 南海バス路線別乗車人数 

起点 経由 終点 往路 復路 計 往路 復路 計

横山高校前 大森 鳳西支所前 129 80 209 117 86 203

横山高校前 鳳駅前 堺東駅前 130 158 288 92 113 205

光明池 変電所前 鳳西支所前 594 497 1,091 598 550 1,148

光明池 鳳駅前 堺東駅前 376 440 816 396 418 814

光明池 光明台ｾﾝﾀｰ 光明池車庫 922 921 1,843 1,158 932 2,090

光明池 光明台二丁目 みずき台二丁目西 335 325 660 362 316 678

和泉中央駅 婦人子供服団地 松尾寺 3 4 7 9 7 16

和泉中央駅 子供服団地中央 松尾寺 26 47 73 29 48 77

和泉中央駅 婦人子供服団地 美術館前 116 72 188 123 85 208

和泉中央駅 子供服団地中央 美術館前 153 127 280 204 141 345

泉大津駅前 和泉中央駅 父鬼 90 91 181 107 64 171

泉大津駅前 和泉中央駅 槙尾山口 413 367 780 414 337 751

泉大津駅前 和泉中央駅 和泉青葉台 265 423 688 334 429 763

泉大津駅前 阪本 和泉中央 55 55 54 54

和泉中央駅 室堂 槙尾山口 60 60 62 62

和泉中央駅 室堂 和泉青葉台 61 153 214 62 150 212

泉大津駅前 和泉中央駅 春木川 376 461 837 421 518 939

泉大津駅前 和泉中央駅 若樫 279 368 647 267 376 643

泉大津駅前 寺門 和泉中央駅 437 342 779 519 314 833

泉大津駅前 光明池車庫 光明池駅 305 404 709 366 480 846

泉大津駅前 変電所前 光明池駅 50 50 50 50

泉大津駅前 和泉和田 光明池車庫 9 9 7 7
和泉中央 和泉府中駅前 いぶき野一丁目 和泉中央駅 758 780 1,538 840 815 1,655

北信太駅筋 鶴山台二丁目 北信太駅筋 861 861 957 957

和泉府中車庫前 鶴山台二丁目 北信太駅筋 7 18 25 7 34 41

和泉中央駅 万町弘法寺前 はつが野3丁目 46 211 257 74 203 277

和泉中央駅 はつが野 槙尾山口 171 207 378 203 274 477

和泉中央駅 はつが野 納花 218 218 201 201

和泉中央駅 産技研経由 ﾃｸﾉｽﾃｰｼﾞｾﾝﾀｰ 276 276 319 319

ﾃｸﾉｽﾃｰｼﾞｾﾝﾀｰ 産技研経由 和泉中央駅 255 255 230 230

和泉中央駅 直行 ﾃｸﾉｽﾃｰｼﾞｾﾝﾀｰ 73 73 0

ﾃｸﾉｽﾃｰｼﾞｾﾝﾀｰ 直行 和泉中央駅 95 95 0

和泉中央駅 ｸﾞﾘｰﾝﾎﾟﾘｽ・ﾃｸﾉ循環 和泉中央駅 0 0

和泉中央駅 産技研・ﾃｸﾉ循環 和泉中央駅 0 0

和泉中央駅 （直行）ﾃｸﾉ循環 和泉中央駅 0 0

和泉中央駅 ｸﾞﾘｰﾝﾎﾟﾘｽ 産技研前 109 107 216 117 157 274

和泉中央駅 唐国南 ｸﾞﾘｰﾝﾎﾟﾘｽ 15 15 16 16

河内長野駅前 天野山・青葉台 光明池駅 386 319 705 415 362 777

河内長野駅前 天野山 槙尾中学校前 66 75 141 110 108 218

8,496 7,021 15,517 9,217 7,340 16,557

天野山

美木多

光明池鳳

泉北光明池
地区

緑ヶ丘団地

父鬼

春木川

合計

路線名
系統

乗車人員（系統全体）

19年11月6日調査 18年12月12日調査

泉大津光明
池

鶴山台団地

はつが野

和泉中央テ
クノステー
ジ・産技研

 
出典：南海バス(株)資料 
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図 1.25 鉄道・バスサービス圏域 
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1.3.2 コミュニティバスの状況 
(1) 概況 

和泉市内で、バス不便地域の解消や公共施設などへのアクセスを目的として、表

1.8 に示すコミュニティバス等を運行している。 
 

表 1.8 和泉市内におけるコミュニティバスなどの運行 

名称 概要 路線 

コミュニティバス“め

ぐ～る” 

バス不便地域の解消と公共施設などの生

活拠点へのアクセスサービス：4 路線 

阪和線沿線ルート、小田・和気ル

ート、光明池・和泉中央ルート、

山荘・和泉中央ルート（図 1.26） 

路線維持バス 
路線バス廃止に伴い公的補助によって必

要なバスサービスを維持する路線：3 路線 

黒鳥ルート、浦田ルート、父鬼・

槙尾中学校ルート(図 1.26) 

施設巡回ルート 
春秋の観光シーズン中に観光拠点を巡回

するサービス：2 ルート 
北部ルート、南部ルート 

横山地域バス(オレ

ンジバス) 

路線バス廃止に伴い、地域が主体的に運

行するバスサービス 

西ルート・東ルート、槙尾山ルート

(図 1.27) 

 
図 1.26 コミュニティバス“めぐ～る”・路線維持バス系統図 

 

阪和線沿線ルート

小田・和気ルート 

浦田ルート 

光明池・和泉中央ルート 

父鬼・槙尾中学校ルート 

黒鳥ルート 

山荘・和泉中央ルート 
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図 1.27 横山地域バス(オレンジバス)系統図 
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(2) 路線別利用状況 
コミュニティバスなどの運行サービス状況と利用状況を表 1.9 に示す。 
コミュニティバス“めぐ～る”は、平日の昼間に 1 本/時間程度のサービスであり、

阪和線沿線ルート以外の利用者数は必ずしも多いとはいえない。しかも、光明池・

和泉中央ルートと山荘・和泉中央ルートは隔日運行であり、サービス水準は非常に

低い。 
路線維持バスは、出勤帰宅時間帯のみでのサービスであり、数人/便しか利用して

いない。それでも、黒鳥ルートと父鬼・槙尾中学校ルートは、約 50 人/日の利用者が

あるが、特に浦田ルートは平均約 3 人/日の利用にとどまっている。 
 
(3) 経営状況 

利用者数がそれほど多くないために、平成 19 年度のコミュニティバス”めぐ～る”
全路線合計の収支比率は 28.4%、路線維持バスのそれは 21.8%となっており、いずれ

のバスサービスも収支状況は厳しい(表 1.10)。 
一人当り運行経費も、利用料金(コミュニティバス：100 円/回、路線維持バス：200

円/回)を大きく上回っており、コミュニティバスが 286 円/人、路線維持バスは 723
円/人に達する。 
路線別に見ると、阪和線沿線ルートが比較的収支バランスが良いが、それでも一

人当り運行経費が 230 円であり、最も収支バランスが悪い和泉中央・山荘ルートの

一人当り運行経費は 762 円に達する。 
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表 1.9 コミュニティバス等路線別利用状況 

分類 項目 コミュニティバス(めぐ～る） 路線維持バス
横山地域バス
(ｵﾚﾝｼﾞﾊﾞｽ)

阪和線沿
線ルート

小田・和
気ルート

和泉中
央・光明
池ルート

山荘・和
泉中央
ルート

計
黒鳥ルー

ト
浦田ルー

ト

父鬼・槙
尾中学校

ルート
計

地域巡回
(平日、土

曜)

槙尾山
ルート(日

祝)

走行距離(Km) 21.8 6.4 15.8 10.7 54.7 6.3 2.1 6.1 14.5 2ルート 3ルート -

停留所数(箇所) 52 15 46 20 133 7 4 12 23 - - -

運行回数(回/日) 9 9 8 7 33 6 4 12 22 11 8 14

乗車人員(人/年) 85,372 17,833 12,646 7,259 123,110 11,549 729 13,772 26,050 719 5,882 3,219

乗車人員(人/日) 361.7 75.6 81.1 46.5 521.7 48.9 3.1 58.4 110.4 34.2 19.9 48.8

1便当り乗車人数(人/便) 40.2 8.4 10.1 6.6 15.8 5.3 0.5 3.1 3.2 3.1 2.5 3.5

平日運行
(往復、一
部巡回)

平日運行
(巡回)

平日隔日
運行(往
復,火木土
運行)

平日隔日
運行(巡
回,月水金
運行)

春秋休日
運行(21日
/年)

平日、土
曜日運行
(295日/
年)

日祝日運
行（66日/
年)

和泉市資料(平成19年度)

施設巡回
ルート

出勤帰宅時間帯運行(往復)

運
行
状
況

利
用
状
況

備考
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表 1.10 コミュニティバス等経営指標(平成 19 年度) 
(1) コミュニティバス“めぐ～る” 

路線 運行距離
年間総運行

距離
年間運行経

費
単位距離当り

運行経費
年間利用者

数
年間運
行日数

運行便数
1便当り

乗車人数
一人当り
運行経費

年間利用
料金収入

年間市負担
額

１人当りの
運行収入

阪和線沿線 21.8㎞ 57,682.8㎞ 19,617千円 340.1円/Km 85,372人 236日 9便/日 40.2人/便 230円/人

小田・和気 6.4㎞ 16,934.4㎞ 5,776千円 341.1円/Km 17,833人 236日 9便/日 8.4人/便 324円/人

和泉中央・光明池 15.8㎞ 16,211.0㎞ 5,530千円 341.1円/Km 7,259人 156日 8便/日 5.8人/便 762円/人 収支比率：

山荘・和泉中央 10.7㎞ 12,668.8㎞ 4,297千円 339.2円/Km 12,646人 156日 7便/日 11.6人/便 340円/人 28.4%

計 54.7㎞ 103,497.0㎞ 35,220千円 340.3円/Km 123,110人 33便/日 18.7人/便 286円/人 10,019千円 25,201千円 81円  

(2) 路線維持バス 

路線 運行距離
年間総運行

距離
年間運行経

費
単位距離当り

運行経費
年間利用者

数
年間運
行日数

運行便数
1便当り

乗車人数
一人当り
運行経費

年間利用
料金収入

年間市負担
額

１人当りの
運行収入

黒鳥線 6.3㎞ 13,797.0㎞ 6,282千円 455.3円/Km 11,549人 365日 6便/日 5.3人/便 544円/人

父鬼線 6.1㎞ 24,491.5㎞ 11,151千円 455.3円/Km 13,772人 365日 12便/日 3.1人/便 810円/人 収支比率：

浦田線 2.1㎞ 3,066.0㎞ 1,395千円 455.0円/Km 729人 365日 4便/日 .5人/便 1,914円/人 21.8%

計 14.5㎞ 41,354.5㎞ 18,828千円 455.3円/Km 26,050人 365日 22便/日 3.2人/便 723円/人 4,114千円 14,714千円 158円  
年間総運行距離：運行距離×年間運行日数×一日当り運行便数（Km/年） 

年間運行経費：バス運行直接経費+固定費を運行距離で按分した固定費(円/年) 

単位距離当り運行経費：年間運行経費／年間総運行距離(円/Km) 

1 便当り乗車人数：年間利用者数／（年間運行日数×一日当たり運行便数）（人/便） 

一人当り運行経費：年間運行経費／年間利用者数（円/人） 

年間利用料金収入：年間乗車料金収入額(円/年) 

年間市負担額：年間運行経費-年間料金収入(円/年) 

一人当り運行収入：年間利用料金収入/年間利用者数（円/人）、収支比率：年間利用料金収入／年間運行経費（％） 

注).コミュニティバス“めぐ～る”の各指標は、「施設巡回バス」運行分を除く。 
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2. 公共交通再編に向けた課題 
 

和泉市における交通の現状、及び路線バスとコミュニティバス利用の現状及び利用実態

と利用者の要望、そして収支の現状などを踏まえて、公共交通再編、なかでもバス再編に

向けた課題を以下に整理する。 

 

(1)より利便性の高い運行サービスの提供 
一般市民のバスに対する態度からは、何よりも利便性の高い運行サービスが求められて

いる。コミュニティバス利用者の満足度評価からしても、現在のコミュニティバス運行サ

ービスに対して概ね肯定的な評価がなされているものの、これは利用料金が 100 円である

ことに大きな因があり、より利便性の高い運行サービスを求めているということはいうま

でもない。したがって、次のようなバスサービスに対する要望に対しては、短期に対応を

検討する必要がある。 

①隔日運行から毎日運行へのサービス拡充：光明池・和泉中央ルート、山荘・和泉中

央ルート 

・ 利用者から最も強い要望がある課題の一つであり、日常生活での利用に対応する

という観点からは、毎日運行へのサービス向上を早急に検討する必要がある。 
②乗り継ぎ利便性に配慮したダイヤ編成 

・ 利用形態のうち最も多い形態が鉄道との乗り継ぎ利用であり、路線バス相互利用、

そして路線バスとコミュニティバスの乗り継ぎ利用も相当程度存在する。路線バス

相互の利用に配慮したダイヤ編成などの乗り継ぎ利便性の確保は重要な課題であ

る。乗り継ぎ利便性に特に配慮すべきターミナルとしては、和泉府中駅(和泉府中

車庫前)、和泉中央駅、そして槙尾中学校前が挙げられる。 
・ また、コミュニティバスの運行間隔からすると、鉄道ダイヤとの調整はほとんど

必要がないと考えられるが、路線バス及びコミュニティバスとの乗り継ぎ利用に対

しては、関係する交通事業者との協議によって最適なダイヤ編成を検討していく必

要がある。 
③現行ルートやバス停などの配置検討  

・ 現行ルートを大きく改編しない範囲でのバス停の配置変更、新設要望に対しては、

地域との連携を図りながら検討を行う必要がある。 
 

(2)利用促進の取り組み 
路線バスの利用者数からすると、採算性が低い路線も相当程度存在している。また、コ

ミュニティバスも、利用者の満足度は高いものの、いずれの路線も採算が困難で、路線に

よっては利用者が極端に少ないため、廃止を含めた再編の検討が必要である。 

今後は、経済性・公共性などを考慮した運行路線の見直しを検討するにしても、当面は

地域と連携して、次のような検討や利用を促進する取り組みを進める必要がある。 
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①地域が主体となったコミュニティバスを検討する体制と仕組みの構築 

・ 利用促進や運行の見直しなどを実質的に進めていくために、沿線地域が主体とな

ってコミュニティバスを検討していく体制と仕組みを構築する必要がある。 
②地域と協働した利用促進の取り組み 

・ 最寄バス停位置や出発地から目的地までのコミバス＋路線バス＋鉄道利用方法

などが簡単にわかる時刻表やべんりマップなどの地域の居住者が利用しやすい公

共交通情報提供、利用促進のためのコミュニケーションによる取り組みなどを進め

る必要がある。 
 
(3)経済性・公共性を考慮した運行路線の見直し 

コミュニティバスについては、｢公共交通空白地域の解消｣を目的とした公共サービスで

あるにしても、料金体系からすると、路線バスとの不公平感は否めない。 

また、極端に利用者が少ない路線では、過度の財政負担が生じ、公費負担の不均衡に対

する問題も生じている。このことから経済性と公共性を踏まえて必要な負担や地域の関与

のあり方などの考え方を明確にしたうえで、市民・利用者の合意を得て運行していく必要

がある。 

 
(4)コミュニティバスの再編 

現在のコミュニティバス運行形態からすると、路線バスとしての役割との差別化は明確

ではないと考えられる。 

また、長大巡回ルートであるため便数が少なく利便性の悪さも指摘されているためコミ

ュニティバス路線の再編を検討する必要がある。 

 


